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認
知
症
の
研
修
で
「
も
の
忘
れ

外
来
」
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
ま
で
に
、

約
６
ヵ
月
間
か
か
る
と
の
こ
と
。

精
神
科
の
ド
ア
を
叩
く
の
が
ま
だ

ま
だ
た
め
ら
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

整
形
外
科
や
内
科
に
行
く
こ
と

か
ら
徐
々
に
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
、
様
々
な
工
夫
で
診
断
に

至
る
よ
う
で
す
。
男
性
の
方
が
精

神
科
に
行
く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ

う
で
す
。

　
〝
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
〞
は
ロ

ッ
キ
ー
ド
事
件
の
証
人
喚
問
で
国

民
に
知
れ
渡
っ
た
の
で
す
が
、
あ

の
時
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
発
言
者
の

手
が
も
の
す
ご
く
震
え
て
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
身
体
に
現
れ
る
の
で

す
ね
。

　
今
は
「
記
録
」
よ
り
も
「
記
憶
」

が
優
先
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
記
憶
が
な
い
と
責

任
を
取
ら
な
く
て
済
む
よ
う
で
す
。

記
憶
喪
失
が
重
要
な
技
術
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
当
時
、
65
歳
以
上

の
約
16
％
が
認
知
症
と
推
計
さ
れ
、

80
歳
代
後
半
だ
と
男
性
で
は
35
％

が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
組
織
の
ト
ッ
プ

に
高
齢
者
が
多
い
日
本
の
組
織
で

す
が
、
日
本
国
民
の
平
均
年
齢
は

47
・
６
歳
、
岩
手
県
は
50
・
６
歳

で
す
（
令
和
２
年
国
勢
調
査
）。

　

精
神
科
に
か
か
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
時
代
で
す
。
早
期
受

診
で
脳
血
管
障
害
な
ど
の
病
気
を

治
療
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
で
手

遅
れ
に
な
ら
ず
に
済
む
例
も
あ
り

ま
す
。
個
人
的
記
憶
の
喪
失
が
病

気
で
あ
る
の
な
ら
、
社
会
的
記
憶

が
失
わ
れ
る
と
ど
う
い
う
こ
と
が

起
き
る
の
で
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル

時
代
で
は「
記
録
」が
重
要
で
す
が
、

社
会
的
記
録
を
な
く
す
こ
と
で
自

ら
の
記
憶
喪
失
と
の
整
合
性
を
取

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

世
界
で
最
も
進
ん
だ
高
齢
化
社

会
の
負
の
部
分
は
数
だ
け
で
な
く
、

質
の
部
分
も
社
会
が
包
含
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

（
３
・
11
を
忘
れ
な
い
人
）

・3.14国会行動 (1面)
・東北ブロック会議 (2面)
・連載  食と健康 食の安全④ (2面)
・令和4年度 指導・監査実施状況 (3面)
・令和6年度の指導 (3面)
・会長のひとこと (3面)
・種屋さんに聞く農業の今 (4面)

　
３
月
14
日
、
保
団
連
は
国

会
行
動
を
行
い
、
小
山
田
会

長
と
事
務
局
が
岩
手
選
出
議

員
６
名
に
「
後
発
医
薬
品
と

先
発
医
薬
品
の
差
額
の
患

者
負
担
徴
収
の
中
止
を
求
め

る
」
署
名
71
筆
と
要
請
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員
、

藤
原
崇
衆
議
院
議
員
は
入
り

口
で
の
秘
書
対
応
と
な
り
、

階
猛
衆
議
院
議
員
は
秘
書
と

も
に
不
在
の
た
め
要
請
書
を

投
函
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

階
猛
議
員
秘
書
よ
り
要
請
書

を
確
認
し
、
内
容
に
賛
同
し

て
い
る
と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
広
瀬
め
ぐ
み
参
議
院
議

員
と
小
沢
一
郎
衆
議
院
議
員

は
不
在
で
し
た
が
、
秘
書
に

応
接
室
で
要
請
書
の
提
出
と

内
容
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

小
沢
議
員
秘
書
は
、
昨
今
の

自
民
党
議
員
の
不
祥
事
に
落

胆
し
て
お
り
政
権
そ
の
も
の

を
問
題
視
し
て
い
る
と
発
言

し
ま
し
た
。
横
沢
高
徳
参
議

院
議
員
に
は
直
接
お
会
い

し
、
長
期
収
載
医
薬
品
の
差

額
徴
収
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
伝
え
ま
し
た
。

　
横
沢
議
員
は
、
医
療
を
取

り
巻
く
課
題
を
問
題
視
し
、

国
民
の
た
め
に
社
会
保
障
を

充
実
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
述
べ
、
小
山
田

会
長
と
握
手
を
交
わ
し
ま
し

た
。

保
険
証
廃
止
撤
回
を
求
め

る
国
会
内
集
会

　
同
日
、
国
会
内
で
「
や
っ

ぱ
り
保
険
証
が
い
い
！
ア
ピ

ー
ル
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

63
名
が
現
地
参
加
、
ウ
ェ
ブ

参
加
も
含
め
て
１
８
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
ま
ず
森
元
主

税
保
団
連
副
会
長
が
、
東
京

協
会
で
作
成
し
た
保
険
証
廃

止
撤
回
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス

タ
ー
を
紹
介
し
、
署
名
が
12

万
筆
集
ま
っ
た
こ
と
に
触
れ

ま
し
た
。
集
会
に
駆
け
付
け

た
10
名
の
議
員
か
ら
も
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
課
題
は

山
積
み

　
自
治
体
労
連
組
合
総
合
連

合
の
板
山
裕
樹
中
央
執
行
委

員
は
、
自
治
体
病
院
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
。
マ
イ
ナ
保

険
証
を
導
入
し
て
も
医
療
機

関
で
の
手
間
が
増
え
、
利
便

性
は
向
上
し
な
い
と
指
摘
し

ま
し
た
。
４
月
施
行
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
口
座
管
理
法
に
つ

い
て
も
、
今
の
日
本
に
お
け

る
任
意
は
も
は
や
事
実
上
の

義
務
化
で
あ
る
こ
と
、
国
が

医
療
情
報
や
口
座
内
容
を
把

握
す
る
危
険
性
を
訴
え
ま
し

た
。

　
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
の
田
川
研
事
務
局
次
長

は
、
府
内
の
自
治
体
に
行
っ

た
保
険
証
廃
止
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

自
治
体
は
住
所
を
シ
ス
テ
ム

機
構
で
管
理
し
て
お
り
、
登

録
さ
れ
た
住
所
が
正
し
い
か

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
期
限
も
把
握
し
て
い
な
い

と
説
明
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
書
類
に

更
新
当
日
は
シ
ス
テ
ム
を
利

用
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る

と
記
述
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム

の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

小
山
田
会
長
も
現
場
の
声

を
発
言

　
小
山
田
会
長
も
「
保
険
証

廃
止
、
オ
ン
資
義
務
化
の
地

域
医
療
へ
の
影
響
」
を
テ
ー

マ
に
発
言
。
無
医
地
区
・
無

歯
科
医
地
区
の
問
題
に
触

れ
、
過
疎
地
で
は
高
齢
歯
科

医
師
や
小
規
模
医
療
機
関
が

多
く
、
マ
イ
ナ
保
険
証
対
応

の
義
務
化
が
地
域
医
療
を
長

年
支
え
て
き
た
医
療
機
関
の

閉
院
を
加
速
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
ま
し
た
。
都
会
に

住
む
議
員
や
役
人
は
、
地
方

の
移
動
手
段
が
限
ら
れ
、
通

院
が
一
日
が
か
り
に
な
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
、
統
計
な
ど
机
上

の
計
算
の
み
で
政
策
立
案
せ

ず
、
地
方
の
住
民
や
医
師
、

歯
科
医
師
の
意
見
も
聞
い
て

12
月
以
降
も
現
行
の
保
険
証

を
使
え
る
よ
う
に
す
べ
き
と

訴
え
ま
し
た
。

63名が現地参加した国会内集会

集会で発言する
小山田会長

署名を受け取る横沢議員

・2024 年 12 月以降も、現行の健康保険証を継続して使用できるよう
にしてください。 ３

・
３
・
1414
国
会
行
動

国
会
行
動

保
険
証
を
残
し
よ
り
よ
い
医
療
を

総会のご案内
2024年6月23日（日）
エスポワールいわて

（盛岡市中央通り1丁目1－38）

定 期 総 会 15:30～16:00
懇親パーティ 16:10～17:30

※定期総会、懇親パーティ
　共に会員限定

　後日、会員の先生方に総会案内
　はがきをお送りします。
　お返事よろしくお願いします。

　当会は２月 15 日から３月１日まで、標記署名を行いました。署名
には「患者、医師、薬剤師の信頼関係を破壊するもので撤回すべき」、
「差額は医療に格差を作る」、「後発
品で効果のない薬があり、先発品
を使っていて、後発品にしたくて
もできない」などの声が寄せられ
ました。いただいた署名 71 筆は３
月 14 日の国会行動の際に県選出国
会議員に提出し、寄せられた意見
も伝えました。ご協力いただきあ
りがとうございました。

・糖尿病、高血圧、脂質異常症を特定疾患療養管理料（及び特定疾患処
方管理加算）の対象疾患から除外しないでください

・生活習慣病管理料と外来管理加算の併算定を認めてください
・少なくとも、糖尿病など３疾患で特定疾患療養管理料を算定していた
医療機関が、生活習慣病管理料（Ⅱ）を算定できるよう、適切な算定
要件を設定してください。

現行の健康保険証の存続を求める要請書

オンライン請求「義務化」方針の撤回を求める要請書

特定疾患療養管理料からの糖尿病はじめ３疾患除外などに反対する要請書

・オンライン請求「義務化」方針を撤回してください。
・紙レセプトの新規適用を認めるとともに、すでに認められている医療
機関に改めて届出を行うことを求めないでください。

集まった署名

要請項目

「後発医薬品と先発医薬品の差額の
患者負担徴収の中止を求める」

医師・歯科医師緊急要請

後発品に

したくても

できない
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２
月
18
日
、
仙
台
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
て
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
保
団
連
の
活
動
報
告
で
宮

城
の
病
院
統
廃
合
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
件
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
、
横
堀
保
団
連

理
事
は
、
新
病
院
建
設
の

予
算
は
議
会
を
通
っ
た
も
の

の
、
県
が
条
件
と
し
て
提
示

し
た
住
民
の
同
意
を
ま
だ
得

て
お
ら
ず
、
宮
城
の
状
況
は

特
に
ひ
ど
い
も
の
だ
と
し
、

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
他
に
も
マ
イ

ナ
保
険
証
や
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
の
算
定
要
件
変
更
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
活
動
交
流
で
は
、
当
会
か

ら
各
行
事
や
マ
イ
ナ
保
険
証

ト
ラ
ブ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
、
会

長
声
明
、
県
で
実
施
し
て
い

る
助
成
金
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
へ

の
各
協
会
の
対
応
の
報
告
も

あ
り
、
岩
手
で
は
石
川
、
富

山
、
新
潟
３
協
会
に
見
舞
金

を
送
っ
た
こ
と
や
、
会
員
に

義
援
金
（
特
別
会
費
）
を
募

っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
し
ま

し
た
。

連　 載

食
と
健
康
　

◎
食
の
安
全
④
　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
定
案
が
閣
議
決
定

食
料
自
給
率
を
切
り
捨
て
、
日
本
農
業
再
生
の
展
望
な
し

農
民
運
動
全
国
連
合
会（
農
民
連
）　
新
聞「
農
民
」編
集
長

勝
　
又
　
真
　
史

私
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の
は
安
全
か
︱

私
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の
は
安
全
か
︱

　
政
府
は
２
月
27
日
、食
料・

農
業
問
題
の
憲
法
と
い
わ
れ

る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」
の
改
定
案
を
閣
議
決

定
し
、
国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。国

民
へ
の
食
料
供
給
を
不

国
民
へ
の
食
料
供
給
を
不

安
定
に
し
「
飢
餓
の
国
」

安
定
に
し
「
飢
餓
の
国
」

にに
　
そ
の
内
容
は
、
食
料
自
給

率
向
上
を
放
棄
し
、
本
格
的

に
農
業
・
食
料
を
、
企
業
の

も
う
け
の
道
具
に
す
る
方
向

に
踏
み
出
し
た
も
の
で
す
。

国
民
へ
の
食
料
供
給
を
さ
ら

に
不
安
定
に
し
、日
本
を「
飢

餓
の
国
」
に
導
く
も
の
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
改
定
案
は
、
自
給
率
が
低

下
し
て
き
た
今
ま
で
の
農
政

の
検
証
を
欠
い
た
ま
ま
、「
食

料
自
給
率
の
目
標
」
を
「
そ

の
他
」
の
指
標
に
混
ぜ
込

み
、
事
実
上
、
そ
の
向
上
を

放
棄
す
る
条
文
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
身
は
、
①
「
自
給

率
目
標
」
を
現
行
の
「
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
」
か
ら

「
食
料
安
保
の
た
め
の
目
標
」

に
中
身
を
変
更
し
、
②
「
自

給
率
向
上
」
と
い
う
文
言
は

名
目
的
に
残
し
た
も
の
の
、

政
府
の
義
務
で
は
な
く
、「
農

業
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
」
に
す
り

か
え
、
③
こ
れ
ま
で
は
自
給

率
向
上
の
た
め
に
政
府
が
と

る
べ
き
施
策
を
国
会
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
た
条
文

を
廃
止
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
の
公
表
に
と
ど
め

る
も
の
で
す
。

戦
争
す
る
国
づ
く
り
と
軌

戦
争
す
る
国
づ
く
り
と
軌

を
一
に
し
、
農
家
の
い
な

を
一
に
し
、
農
家
の
い
な

い
ロ
ボ
ッ
ト
農
業
目
指
す

い
ロ
ボ
ッ
ト
農
業
目
指
す

　
さ
ら
に
重
大
な
の
は
、
岸

田
政
権
が
進
め
る
「
戦
争
を

す
る
国
づ
く
り
」
と
軌
を
一

に
し
た
「
食
料
供
給
困
難
事

態
法
」
を
基
本
法
改
定
案
と

抱
き
合
わ
せ
で
提
出
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
重

視
の
生
産
転
換
（
イ
モ
、米
）

を
生
産
者
に
要
請
・
指
示
し
、

指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合

は
、
20
万
円
以
下
の
罰
金
を

科
す
も
の
。
戦
前
の
流
通
統

制
、配
給
制
度
さ
な
が
ら「
い

ざ
と
い
う
と
き
は
農
家
に
イ

モ
を
強
制
的
に
作
ら
せ
、
国

民
は
イ
モ
を
食
べ
て
飢
餓

に
耐
え
る
」
と
い
う
、
ま
さ

に
戦
時
食
料
法
そ
の
も
の
で

す
。

　
改
定
案
か
ら
青
年
の
「
新

規
就
農
支
援
」
が
欠
落
し
て

い
る
こ
と
も
大
問
題
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
を

使
っ
て
「
生
産
性
」

を
上
げ
る
も
の
で
あ

り
、
農
家
の
い
な
い

ロ
ボ
ッ
ト
農
業
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
が
い
ま
取

り
組
ん
で
い
る
「
食

料
自
給
率
向
上
を
政

府
の
義
務
と
す
る
こ

と
を
求
め
る
」
署
名

を
大
き
く
広
げ
、
食

と
農
の
再
生
、
食
の

安
全
に
役
立
つ
基
本

法
改
定
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

発言する小山田会長

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

医
療
の
課
題
を
議
論

医
療
の
課
題
を
議
論

低下し続ける食料自給率

　
政
府
が
発
表
し
て
い
る
保

険
証
廃
止
に
伴
う
、
証
書
類

を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
、

表
２
で
す
。

　
保
険
証
廃
止
後
に
も
最
長

１
年
間
の
経
過
措
置
を
認
め

て
い
る
も
の
の
、
例
え
ば
今

年
の
８
月
に
発
行
さ
れ
期
限

が
１
年
間
の
国
保
の
場
合
は

来
年
７
月
末
で
経
過
措
置
は

終
了
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
手
続
時

に
は
こ
う
し
た
説
明
が
政
府

か
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用

を
希
望
し
て
い
な
い
患
者
に

は
混
乱
が
広
が
る
可
能
性
が

大
き
い
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
し
て
、
今
年
10
月
か

ら
マ
イ
ナ
保
険
証
の「
解
除
」

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
解
除

を
し
て
も
す
で
に
取
得
し
た

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
返
還
は

求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

保
険
証
廃
止
で
新
た
な
確
認

ツ
ー
ル
が
８
種
に
も

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す

る
と
エ
ラ
ー
が
生
ず
る
た

め
、
政
府
は
保
険
証
に
代
わ

（
表
２
）。
医
療
機
関
の
受
付

窓
口
で
は
今
以
上
の
混
乱
と

実
務
上
の
負
担
増
と
な
る
こ

と
は
確
実
で
す
。

国
家
公
務
員
も
低
迷

　
厚
労
省
が
発
表
し
た
国
家

公
務
員
の
利
用
率
も
衝
撃
的

な
も
の
で
す
。
国
家
公
務
員

の
平
均
の
利
用
率
、
登
録
率

と
も
国
民
全
体
の
数
値
と
相

違
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
（
表
３
）。

　
デ
ジ
タ
ル
大
臣
や
厚
労
省

か
ら
「
強
要
」
と
「
金
銭
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
に
よ
る
利

用
率
向
上
策
が
次
々
と
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
や
医

療
機
関
へ
の
強
要
は
止
め
る

べ
き
で
す
。

表 1　保険資格を証明する「保険証」の比較

表2　政府が示す保険証廃止後の患者の資格確認方法
　　　（2024 年 2月現在）

表3　マイナ保険証利用状況　国共済組合
　　　（23年 11 月）

保
険
証
廃
止
で
新
た
に
広
が
る
混
乱

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
く
と
も
慌
て
ず
に

（
転
載
：
埼
玉
県
保
険
医
新
聞
３
月
５
日
号
）

当
会
か
ら
は
小
山
田
会
長
、

坂
本
副
会
長
、
米
持
常
任
理

事
、
事
務
局
が
出
席
、
東
北

各
協
会
や
保
団
連
よ
り
計
21

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
仙
台
国
税
局
交
渉
の
報
告

の
後
、
横
堀
保
団
連
理
事
が

保
団
連
の
取
り
組
み
と
情
勢

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
会
行
動
へ
の
参

加
や
新
点
数
検
討
会
を
活
用

し
た
組
織
拡
大
、
署
名
等
の

推
進
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
者
に
は
、
代
わ
っ
て

「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
保
険
証
と
同
じ
証

書
で
、
自
動
的
に
一
度
は
届

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。現
在
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

な
く
て
も
慌
て
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
２
回
目
以
降
の
交

付
は
、
本
則
で
は
自
ら
毎
年

更
新
申
請
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、詳
細
は
未
定
で
、

今
後
の
世
論
の
趨
勢
に
よ
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
解
除
手
続
き

　
最
も
混
乱
が
心
配
さ
れ
る

の
は
、
既
に
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
っ
て
い
る
場
合
に
、
保

険
証
が
経
過
措
置
を
超
え
て

無
効
に
な
っ
た
場
合
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
つ
人
は

マ
イ
ナ
保
険
証
で
し
か
受
診

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

る
新
た
な
ア
ナ
ロ
グ
ツ

ー
ル
を
次
々
と
発
表
し

て
い
ま
す
。「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
は
ス

マ
ホ
版
も
発
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
証
の
廃
止
後
、
最

大
７
・
８
種
類
も
の
資

格
確
認
方
法
が
混
在
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

ホ
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今
月
の
会
長
の
ひ
と
こ
と

■　税務調査、個別指導、保健所の立入検査の連絡があった際は、お早めに協会にご相談ください。（TEL019-651-7341）

　
３
月
３
日
、
盛
岡
の
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ェ

ム
ラ
ブ
ル
・
リ
ス
」
で
女

性
医
師
・
歯
科
医
師
を
対
象

に
ひ
な
ま
つ
り
ラ
ン
チ
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。
女
性
部

主
催
の
交
流
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
も
あ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催

で
、
７
名
の
先
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
雪
が
降
る
寒
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
足
早
く
春
を

感
じ
る
「
春
・
咲
き
ラ
ン
チ
」

を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
当
会
女
性
部
の

歩
み
を
事
務
局
か
ら
報
告
。

ち
ょ
う
ど
20
年
前
の
２
０
０

４
年
に
立
ち
上
げ
準
備
会
が

発
足
、
２
０
０
５
年
に
女
性

外
来
講
演
会
を
行
う
と
同
時

に
岩
手
で
女
性
部
が
発
会
し

ま
し
た
（
東
北
で
女
性
部
が

あ
る
の
は
宮
城
と
岩
手
の
み

で
す
）。

　
「
教
育
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
な
ど
一
般
の
方
向

け
の
講
演
会
の
ほ
か
、
医
学

生
を
交
え
て
の
交
流
会
や
ス

タ
ッ
フ
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
更

年
期
に
関
す
る
勉
強
会
、
コ

ロ
ナ
禍
で
始
め
た
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ど
を
開
催
し

て
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
食
事
を
し
な
が
ら
一
人
ず

つ
自
己
紹
介
を
兼
ね
近
況
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
日
常
診

療
や
医
院
経
営
の
こ
と
、
趣

味
の
こ
と
な
ど
多
く
の
話
題

が
提
供
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
話

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
女
性
部
で
は
、
先
生
方
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
〇
〇
に
関

す
る
勉
強
会
だ
け
で
な
く
絵

手
紙
教
室
、
ヨ
ガ
な
ど
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
企
画
も
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
要
望
を
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　1月 26 日、厚労省は「令和 6年（2024）度における指導監査等について」事務
連絡を発出しました。昨年より新型コロナの位置づけが 2類相当から 5類へ移行
されたことにより、基本的には令和元年（2019 年）以前と同様の実施としながら
も、コロナ患者を多く受け入れたことによる高点数の場合は除外することが示され
ました。
　また、診療報酬改定が 6月になることから、年度当初から実施されることとな
りました（6月 1日前後の実施はない予定です）。

＜令和 6年度の指導＞
◆集団指導（指定時、更新時、登録時）
実施。eラーニングを原則とし、地域の実情に応じ、集合形式での開催も可能。

◆集団的個別指導
集合形式により実施。

◆個別指導
指導大綱に基づき実施。レセプト 1件あたりの平均点数が高点数であることを
理由とする個別指導の選定については、下記①、②の両方に該当する場合に対象と
する。
①　2022 年度に集団的個別指導の対象となった医療機関のうち、2023 年度も
高点数に該当した医療機関（最大で上位 4％程度）
②　2019 年度に集団的個別指導の対象となった医療機関のうち、2021 年度に
高点数を理由とする個別指導の対象となっていた医療機関
※　2021 年度は新型コロナ感染拡大に伴う厚労省事務連絡を根拠に高点数を理
由とした個別指導は行われませんでした

　1月 16 日、厚労省より「令和 4年度における保険医療機関等
の指導・監査等の実施状況について」が公表されました。個別
指導、適時調査はコロナ感染防止対策を講じて地域の医療体制
の維持に配慮した上で実施することとなり、新規個別指導は令
和 3年度の以前の未実施分も含めて実施したため、全てにおい
て対前年度比で増加しました。

◆指導・監査等の実施件数
実施件数 対前年度比

個 別 指 導 1,505 件 455 件増
新規個別指導 6,742 件 2,289 件増
適 時 調 査 2,303 件 2,270 件増
監 査 52件 1件増

◆取消等の状況
　指定取消処分の原因は、架空請求、付増請求、振替請求、二
重請求、その他の請求など不正の内容は多岐にわたっています。

区　分 医科 歯科 薬局 合計

保険医療
機関等

指定取消 4件 2件 0件 6件
指定取消相当 3件 7件 2件 12 件

計 7件 9件 2件 18 件

保険医等
登録取消 5人 6人 0人 11 人
登録取消相当 0人 2人 1人 3人

計 5人 8人 1人 14 人
保険者からの情報提供 12 件 ※保険者、医療機関従事者、医療費通知に

基づく被保険者等
その他  6 件 ※警察の摘発、個別指導等

◆返還金額
　返還金額は 19億 7,261 万円（対前年度比約 28億 7千万円減）

指導による返還分 10億 1,632 万円 対前年度比
約  4 億 5千万円減

適時調査による返還分 8億 345 万円 対前年度比
約 12億 7千万円減

監査による返還分 1億 5,283 万円 対前年度比
約 11億 4千万円増

※返還金額は指導・監査等の実施年度に関わらず、令和 4年度に返還金額
が確定したものを計上したものであるため、指導・監査等の実施年度と
返還金額の確定年度は必ずしも一致するものではない

◆県内の指導・監査の実施状況
個別指導 新規個別指導 集団的個別指導

医科 歯科 計 医科 歯科 計 医科 歯科 計
岩手 0 1 1 5 3 8 45 45 90

適時調査 監査
医科 歯科 計 医科 歯科 計

岩手 0 0 0 0 1 1

　
先
月
14
日
に
国
会
行
動

に
参
加
し
、
会
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た「
後

発
医
薬
品
と
先
発
医
薬
品

の
差
額
の
患
者
徴
収
の
中

止
を
求
め
る
医
師
・
歯
科

医
師
緊
急
要
請
署
名
」
を

県
選
出
国
会
議
員
に
届
け

ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ

た
国
会
内
集
会
に
多
く
の

議
員
が
駆
け
付
け
、
保
険

証
廃
止
撤
回
を
求
め
る
活

動
に
賛
同
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

成
果
の
表
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
国
会
行
動
で
は
、
議
員

の
事
務
室
を
ま
わ
り
、
議

員
本
人
や
秘
書
の
方
に
署

名
や
要
請
書
を
渡
し
ま
す
。

今
回
は
、
議
員
秘
書
の
方

に
長
期
収
載
医
薬
品
の
差

額
徴
収
や
マ
イ
ナ
保
険
証

つ
い
て
、
何
が
問
題
な
の

か
お
伝
え
し
、
議
員
本
人

に
伝
え
て
く
だ
さ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
横
沢
高

徳
議
員
に
は
直
接
会
っ
て

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
署
名
は
現
場
の

「
生
の
声
」
で
あ
り
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
を
議
員
に

直
接
見
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
長
期
収
載
医

薬
品
の
差
額
徴
収
は
か
つ

て
歯
科
で
行
わ
れ
て
い
た

制
度
と
同
じ
で
、
当
時
歯

科
医
院
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

大
き
な
問
題
と
な
り
、
厚

生
省
が
保
険
適
用
を
拡
大

し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し

た
。
や
は
り
署
名
が
あ
る

の
と
な
い
の
と
で
は
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
声
を
集
め
、

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

おいしい料理を堪能

４
年
ぶ
り
に
交
流

～
ひ
な
ま
つ
り
ラ
ン
チ
交
流
会
～

　令和6年度の指導

「高点数」 対象を限定して実施

令和４年度令和４年度　指導 ・ 監査実施状況明らかとなる指導 ・ 監査実施状況明らかとなる

　1月の能登半島地震を受け、当会

では 1月から 3月上旬にかけて募金

を行いました。49 名から合計 125

万円の寄付をいただきました。いた

だいた募金は、被災医療機関等の支

援に充てられます。ご協力いただき

ありがとうございました。

能登半島地震への募金のお礼
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育
種
へ
の
こ
だ
わ
り

　

佐
藤
政
行
種
苗
さ
ん
で

は
、
県
内
２
０
０
軒
程
の
農

家
さ
ん
と
の
契
約
栽
培
で
大

根
や
ご
ぼ
う
、
枝
豆
な
ど
野

菜
の
種
子
か
ら
稲
キ
ビ
、
ア

ワ
、
ソ
バ
な
ど
の
雑
穀
種
子

ま
で
幅
広
く
生
産
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
味
や
香
り
の

よ
い
枝
豆
「
秘
伝
」、
ア
ク

の
少
な
い
「
美
肌
ご
ぼ
う
」、

筋
の
少
な
い
豊
産
種
「
マ
ン

ズ
ナ
ル
」
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
自

社
独
自
の
育
種
開
発
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

野
菜
や
花
の
開
発
技
術

は
、
Ｆ
１
種
と
呼
ば
れ
る
種

が
主
流
で
す
が
、
近
年
の
育

種
開
発
技
術
は
ど
ん
ど
ん
進

歩
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
解

析
か
ら
特
定
の
遺
伝
子
操
作

が
可
能
で
、
食
べ
て
も
健
康

被
害
が
な
い
と
さ
れ
、
す
で

に
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
製
品
が
昨

年
よ
り
流
通
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

佐
藤
政
行
種
苗
さ
ん
で

は
、
そ
の
よ
う
な
高
度
な
技

術
は
な
い
も
の
の
、
開
発
に

あ
た
り
「
そ
の
品
種
の
美
味

し
さ
を
残
し
つ
つ
耐
病
性
や

収
量
ア
ッ
プ
の
品
種
」
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
値
段
に

関
係
な
く
「
美
味
し
い
品
種

は
残
る
」と
の
こ
と
。
実
際
、

枝
豆
「
秘
伝
」
は
味
の
良
さ

か
ら
山
形
や
宮
城
で
主
要
な

品
種
と
な
り
、
宮
城
の
角
田

ず
ん
だ
祭
り
で
は
採
れ
た
て

秘
伝
豆
の
即
売
会
の
ほ
か
、

秘
伝
を
使
用
し
た
ず
ん
だ
餅

が
振
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

種
苗
栽
培
の
現
状

　
㈳
日
本
種
苗
協
会
に
加
入

す
る
全
国
の
種
苗
会
社
約
千

国
の
施
策
と
農
業
の

在
り
方

　
国
は
、
持
続
可
能
で
環
境

に
優
し
い
農
業
の
し
く
み
を

構
築
す
る
た
め
、
令
和
４
年

７
月
に
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
を
施
行
し
ま

し
た
。
人
手
不
足
や
人
口
減

に
対
す
る
処
方
箋
と
し
て
よ

く
挙
げ
ら
れ
る
、
ス
マ
ー
ト

農
業
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
実
際
は
、
導
入
コ

ス
ト
が
高
い
た
め
、
費
用
を

負
担
で
き
る
の
は
大
規
模
な

農
業
事
業
者
に
限
ら
れ
、
機

械
化
の
難
し
い
山
間
部
の
棚

田
や
小
規
模
農
家
を
ど
う
守

る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
業
は
「
文
化
」

―
情
勢
を
反
映
す
る
鏡
―

　
農
業
は
国
の
施
策
に
よ
り

一
定
の
方
向
を
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
が
「
作
る
自
由
、
売

る
自
由
」
と
言
わ
れ
て
久
し

く
、
こ
の
こ
と
か
ら
農
業
は

自
由
業
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

ま
す
。

　
一
方
で
、
食
の
情
勢
を
反

映
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
食
料
が
十
分
で
な
か

種
屋
さ
ん
に
聞
く

種
屋
さ
ん
に
聞
く

農
業
の
今

株
式
会
社 

佐
藤
政
行
種
苗

　
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）、
紫
波
郡
紫
波
町
日
詰
で
創

業
し
た
株
式
会
社 

佐
藤
政
行
種
苗
。「
国
を
豊
か
に
す
る

農
業
を
支
え
る
」
と
い
う
理
念
の
下
、
長
き
に
わ
た
り
優

良
種
苗
の
育
成
・
開
発
、
施
設
園
芸
の
設
計
・
施
工
、
農

業
生
産
資
材
の
普
及
販
売
を
し
て
き
た
代
表
取
締
役
社
長

の
小
原
浩
美
さ
ん
と
顧
問
の
松
浦
健
一
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
言
わ
れ
る
と
ど

こ
か
堅
苦
し
さ
を
覚
え
る
と

言
い
ま
す
。
ア
グ
リ
カ
ル
チ

ャ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
、
佐

藤
政
行
種
苗
さ
ん
で
は
「
南

部
大
長
ナ
ン
バ
ン
」
や
「
黒

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」、「
盛
岡
山

東
菜
」「
早
池
峰
菜
」、「
遠

野
カ
ブ
」
と
い
っ
た
伝
統
野

菜
を
守
る
た
め
、
種
子
の

保
存
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
伝
統
野
菜
の

種
子
は
一
般
の
方
々
に
も
販

売
し
て
お
り
、
皆
で
伝
統
野

菜
を
守
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
国
は
日
本
の
食
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
農
業
の
担
い

手
や
栽
培
技
術
、
生
産
量
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
計
画
通
り
に
は
進
ま

ず
、
難
し
い
点
も
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
民
間
も
そ
の

一
部
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
、
ネ
ッ
ト
社
会

で
は
野
菜
や
果
樹
な
ど
が
特

に
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

佐
藤
政
行
種
苗
さ
ん
で

は
、
農
業
問
題
研
究
会
な
ど

を
通
じ
豊
か
な
国
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
農
業
を
支
え
る

仕
事
を
今
後
も
応
援
し
て
い

き
た
い
と
話
し
ま
す
。
種
の

多
様
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

今
、
民
間
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

だ
け
に
偏
ら
ず
、
地
域
に
根

ざ
し
、
世
相
が
変
化
し
続
け

る
中
で
岩
手
の
農
業
を
支
え

て
き
た
種
苗
会
社
の
思
い
や

気
概
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

常
任
理
事
会
だ
よ
り

常
任
理
事
会
だ
よ
り  

２
月
２
月

【
日
　
時
】

２
０
２
４
年
２
月
20
日
㈫

　
19
：
30
～
21
：
16

【
場
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル 

第
一
会
議
室

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
12
名

１
、 ２
０
２
４
年
１
月
期
活
動

報
告
並
び
に
２
０
２
４
年

２
～
３
月
期
活
動
計
画
が

承
認
さ
れ
た

２
、 月
次
会
計
報
告
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

３
、 10
月
開
催
の
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
に
つ
い
て
、盛
岡
会

場
で
開
催
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た

４
、 全
国
保
険
医
新
聞
３
月
15

日
号
に
「
つ
な
が
る
思
い

３
・
11
か
ら
能
登
へ 

私
た

ち
は
忘
れ
な
い 

思
い
・
優

し
さ
・
勇
気
を
」
の
広
告

を
宮
城
協
会
、福
島
協
会
と

３
協
会
連
名
で
掲
載
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た

５
、 令
和
６
年
度
能
登
半
島
地

震
の
対
応
に
お
い
て
、富
山

県
保
険
医
協
会
な
ら
び
に

新
潟
保
険
医
会
に
見
舞
金

を
拠
出
し
た
こ
と
が
承
認

さ
れ
た

６
、 学
術
文
化
部
か
ら
の
企
画

書
並
び
に
税
務
経
営
部
と

の
共
催
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た

小原浩美さん（左）と松浦健一さん（右）
持っているのはかつて種子販売に使用されていた天秤棒

入社5年目以上の社員はシードアド
バイザーの資格を取得しています。

社
の
う
ち
、
種

苗
開
発
・
生
産

を
主
体
と
し
て

い
る
の
は
５
％

ほ
ど
。
近
年

は
、
国
内
の
採

種
農
家
の
減
少

で
苦
労
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生

産
地
を
海
外
に

求
め
る
動
き
も

あ
り
ま
す
。
特

に
南
半
球
で
の
採
種
は
半
年

程
の
ず
れ
が
生
じ
る
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
移
動
制
限
や
世
界
的

異
常
気
象
、
為
替
相
場
の
変

動
な
ど
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　
気
候
の
差
を
利
用
し
種
も

み
を
生
産
し
た
事
例
と
し

て
、
今
か
ら
30
年
前
、
平

成
５
年
の
大
冷
害
の
年
に
岩

手
で
種
も
み
が
不
足
し
、
県

の
施
策
と
し
て
冬
季
に
沖
縄

の
石
垣
島
で
栽
培
し
て
も
ら

い
、
作
付
け
の
時
期
ま
で
に

種
も
み
を
確
保
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
栽

培
さ
れ
た
品
種
に
「
か
け
は

し
」
と
名
が
つ
き
、
石
垣
島

と
は
今
も「
か
け
は
し
交
流
」

が
続
い
て
い
ま
す
。

コ
メ
の
生
産
量
と

食
料
確
保

　
現
在
、
コ
メ
の
生
産
量
は

国
内
で
賄
え
る
状
態
で
、
大

凶
作
や
不
作
が
２
年
続
い
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
政
府

は
備
蓄
米
制
度
を
導
入
し
約

１
０
０
万
ト
ン
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
人
当

た
り
の
コ
メ
の
消
費
量
は
ピ

ー
ク
時
の
約
１
２
０
ｋｇ
か
ら

オリジナル品種と伝統野菜の種子

っ
た
時
代
は
、
腹
を
満
た
せ

れ
ば
満
足
と
い
う
状
況
で
し

た
。
そ
の
後
、
食
文
化
が
豊

か
に
な
る
と
満
腹
度
か
ら

徐
々
に
栄
養
価
や
機
能
性
、

彩
り
な
ど
も
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

過
で
は
物
流
の
滞
り
か
ら
、

感
染
対
策
や
食
の
安
全
、
品

質
へ
の
関
心
度
が
高
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
が
変
化

す
る
中
、
佐
藤
政
行
種
苗
さ

ん
で
は
30
年
以
上
前
か
ら
毎

年
、
農
業
従
事
者
を
中
心
に

４
０
０
名
以
上
の
方
々
の
参

加
を
募
り
勉
強
会
を
開
催
。

「
農
業
問
題
研
究
会
」
と
題

し
、　

国
や
県
の
農
業
行
政

に
従
い
、
農
業
に
関
す
る
施

策
や
情
報
、
品
種
や
品
目
の

栽
培
技
術
、
地
球
温
暖
化
に

対
す
る
情
報
や
対
策
、
農
産

物
の
流
通
や
食
に
関
す
る
こ

と
の
他
、
農
家
の
健
康
に
関

す
る
講
習
会
・
講
演
会
等
幅

広
い
内
容
に
つ
い
て
研
究
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
種
＋

農
＋
食
＝
健
康
」
と
い
う
独

自
の
「
農
業
方
程
式
」
は
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

種
子
の
保
存
で

伝
統
野
菜
を
守
る

　
農
業
と
は
そ
の
地
域
の
食

や
生
活
を
形
づ
く
る
文
化
そ

の
も
の
で
あ
り
、
商
売
や
お
金

だ
け
で
語
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
農

業
に
は
「
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ

ー
」
と
い
う
ソ
フ
ト
な
言
葉

が
似
合
い
ま
す
が
、
ア
グ
リ

半
分
以
下
に
減
少
し
、
値

崩
れ
を
防
ぐ
た
め
飼
料
へ

の
転
作
や
畑
地
へ
の
変
更

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
メ
農
家
の
高
齢
化
と

と
も
に
担
い
手
が
不
足

し
、
生
産
量
不
足
に
な
る

恐
れ
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。


